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お
芝
居
は
、
や
す
き
ひ
ろ
こ
さ
ん
（
作
、
演
出
、

出
演
）
ら
に
よ
る
上
演
で
、
橋
本
、
古
佐
田
、
東

家
地
区
の
老
人
会
を
中
心
に
約
100
人
の
方
々
が

鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
テ
レ
ビ
局

や
新
聞
社
な
ど
の
各
報
道
機
関
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

木
食
応
其
上
人
物
語 

応
其
上
人
は
高
野
山
で
出
家
し
、
豊
臣
秀
吉
の

紀
州
攻
め
か
ら
高
野
山
を
救
い
、
紀
の
川
に
橋
を

架
け
た
り
、
塩
市
を
開
く
な
ど
橋
本
の
町
の
繁
栄

橋
本
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
橋
本
市

ま
ち
の
歴
史
資
料
保
存
会
と
の
共
催
で
、
橋
本
の
町
の

発
展
に
尽
く
し
た
応
其
上
人
に
ま
つ
わ
る
お
芝
居
『
木

食
応
其
上
人
物
語
』
が
９
月
㸰㸷
日
午
後
１
時
か
ら
、
応

其
寺
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

や
す
き
ひ
ろ
こ
さ
ん 

大
阪
市
を
拠
点
に
ひ
と
り
芝
居
な
ど
で
活

躍
す
る
や
す
き
ひ
ろ
こ
さ
ん
は
、
’08

年
11

月

の
恋
野
地
区
公
民
館
十
周
年
記
念
で
「
中
将

姫
」
を
公
演
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
に
お
い
て
も

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
や
す
き
さ
ん
は
親
と
子

の
絆
の
大
切
さ
を
演
じ
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
物
語
で
は
、
応
其
上
人
像
を
そ
の
娘
「
於
駒
」

の
視
点
か
ら
描
い
て
い
ま
す
。 

同
芝
居
の
後
、
二
胡
奏
者
木
塲
孝
志
さ
ん
ら
に

よ
る
ト
リ
オ
演
奏
も
上
演
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 
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（
９
月
末
現
在
・
借
家
人
含
む
）

御
殿
御
殿
御
殿
御
殿
ゾ
ー
ン

ゾ
ー
ン

ゾ
ー
ン

ゾ
ー
ン    

第第第第
３３３３
ゾ
ー
ン

ゾ
ー
ン

ゾ
ー
ン

ゾ
ー
ン    

対
象
10
件
中
６
件 

契
約
済
み 

対
象
40
件
中
２３
件 

契
約
済
み 

㸯㸮
月
㸰㸲
日
（
土
）
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
今
後
の
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
㸯㸶
名
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
出
席
い

た
だ
き
、
今
後
の
補
償
説
明
、
建
物
移
転
、
関

連
す
る
工
事
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。 

紀紀紀紀のののの川沿川沿川沿川沿いいいい区域区域区域区域    

紀
の
川
沿
い
区
域
で
は
、
国
土
交
通
省

直
轄
事
業
で
あ
る
紀
の
川
護
岸
整
備
事
業

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
換
地
の
位
置
や
形
状
を
決
め

る
協
議
（
街
区
調
整
）
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
８
月
に
は
「
橋

本
市
都
市
計
画
事
業
中
心
市
街
地
第
一
地

区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
（
第
㸱㸷
回
）
」

を
経
て
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
ま
し
た
。 


